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今月の表紙：四国八十八ヶ所霊場の第八十八番札所 大窪寺
撮影：森内 昭男（四国ミロク会計人会）　場所：香川県さぬき市 https://www.mirokukai.ne.jp/

四国会企画①
30回を迎えた「まんが甲子園」などで
次世代のまんが文化を育成

四国会企画②
徳島県が誇る全国有数の地鶏
「阿波尾鶏」の魅力

事務所訪問
中岡淳子税理士事務所

会計事務所・顧問先向け
MJSソリューションの紹介

第45 回全国統一研修会 熊本大会開催一部変更
（オンライン開催）のお知らせ

エヌエヌ生命からのご案内

改正労働施策総合推進法のポイント解説
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1　

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
の
施
行

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
略
し
て
パ
ワ
ハ

ラ
）
に
関
し
て
は
、
か
ね
て
よ
り
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
法
の
法
制
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、2
0
1
9
年
5
月
に
「
改
正

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
は
略
し
て
「
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」

あ
る
い
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
企
業
に
お
い
て
は
20
年
6

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
で
は

22
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
法
は
30
条
の
2
に
お
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

「
第
1
項
：
事
業
主
は
、
職
場
に
お
い
て
行

わ
れ
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
っ
て
、
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
に
よ
り
そ
の
雇
用
す
る
労
働

者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
当
該
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

そ
の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
2
項
：
事
業
主
は
、
労
働
者
が
前
項
の

相
談
を
行
っ
た
こ
と
又
は
事
業
主
に
よ
る
当

該
相
談
へ
の
対
応
に
協
力
し
た
際
に
事
実
を

述
べ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者

に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

第
3
項
：
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等

に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を

図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

…
以
下
略
…
」

こ
の
第
3
項
に
従
い
、
20
年
1
月
、
厚
生

労
働
省
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
行
政
上
の

基
準
と
し
て
「
事
業
主
が
職
場
に
お
け
る
優

越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因
す

る
問
題
に
関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措

置
等
に
つ
い
て
の
指
針
」（
以
下
「
指
針
」
と

略
称
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

2　

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
の
あ
ら
ま
し

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
に
よ
り
、
事
業
主
は
、

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
、
雇

用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
義
務
を
負

い
ま
す
。
こ
の
措
置
の
具
体
的
内
容
と
し
て

は
、
①
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
社
内
方
針
の
明
確

化
と
そ
の
周
知
・
啓
発
、
②
苦
情
等
に
対
す

る
相
談
体
制
の
整
備
、
③
被
害
労
働
者
へ
の

ケ
ア
や
再
発
防
止
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

事
業
主
は
、
労
働
者
が
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
や
パ

ワ
ハ
ラ
調
査
で
証
言
し
た
こ
と
な
ど
を
理
由

と
し
て
、
解
雇
な
ど
の
不
利
益
な
取
扱
い
を

す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
（
以
下
、「
厚
労
大
臣
」

と
略
称
）
に
お
い
て
は
、
事
業
主
に
対
し
て

パ
ワ
ハ
ラ
に
対
す
る
雇
用
管
理
上
の
措
置
な

ど
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
必

石山 卓磨 氏
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改正労働施策総合推進法のポイント解説
改正労働施策総合推進法（パワハラ防止法）が、2022年4月から中小企業も対象となります。

これにより、企業はパワハラ防止のために必要な措置を講じなければなりません。では、実施するにあたって、
どのような点に注意すべきなのでしょうか。同推進法のポイントと併せてご紹介します。
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短
期
間
集
中
的
な
別
室
で
の
研
修
等
の
教
育
、

（
ⅱ
）
懲
戒
規
定
に
基
づ
き
処
分
を
受
け
た
労

働
者
に
対
し
、
通
常
の
業
務
に
復
帰
さ
せ
る

た
め
、
そ
の
前
に
、
一
時
的
に
別
室
で
必
要

な
研
修
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
該
当
し
ま

せ
ん
。

（
4
）
過
大
な
要
求
（
業
務
上
明
ら
か
に
不

要
な
こ
と
や
遂
行
不
可
能
な
こ
と
の
強
制
・

仕
事
の
妨
害
）…
…（
ⅰ
）
長
期
間
に
わ
た
る
、

肉
体
的
苦
痛
を
伴
う
過
酷
な
環
境
下
で
の
、

勤
務
に
直
接
関
係
の
な
い
作
業
を
命
ず
る
こ

と
、（
ⅱ
）
新
卒
採
用
者
に
対
し
、
必
要
な

教
育
を
行
わ
な
い
ま
ま
到
底
対
応
で
き
な
い

レ
ベ
ル
の
業
績
目
標
を
課
し
、
達
成
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
厳
し
く
叱
責
す
る
こ
と
、

（
ⅲ
）
労
働
者
に
業
務
と
は
関
係
の
な
い
私
的

な
雑
用
の
処
理
を
強
制
的
に
行
わ
せ
る
こ
と
。

た
だ
し
、（
ⅰ
）
労
働
者
を
育
成
す
る
た
め
に

現
状
よ
り
少
し
高
い
レ
ベ
ル
の
業
務
を
任
せ

る
こ
と
、（
ⅱ
）
業
務
の
繁
忙
期
に
、
業
務
上

の
必
要
性
か
ら
、
当
該
業
務
の
担
当
者
に
通

常
時
よ
り
も
一
定
程
度
多
い
業
務
の
処
理
を

任
せ
る
こ
と
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
5
）
過
小
な
要
求
（
業
務
上
の
合
理
性
な
く

能
力
や
経
験
と
か
け
離
れ
た
程
度
の
低
い
仕

事
を
命
じ
た
り
仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
）…
…

（
ⅰ
）
管
理
職
で
あ
る
労
働
者
を
退
職
さ
せ
る

た
め
、
誰
で
も
遂
行
可
能
な
業
務
を
行
わ
せ

投
げ
つ
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
誤
っ
て
ぶ
つ

か
る
こ
と
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
2
）
精
神
的
な
攻
撃
（
脅
迫
・
名
誉
毀
損
・

侮
辱
・
ひ
ど
い
暴
言
）…
…（
ⅰ
）
人
格
を
否

定
す
る
よ
う
な
言
動
（
相
手
の
性
的
指
向
・

性
自
認
に
関
す
る
侮
辱
的
な
言
動
を
含
む
）、

（
ⅱ
）
業
務
の
執
行
に
関
す
る
必
要
以
上
に

長
時
間
に
わ
た
る
厳
し
い
叱
責
を
繰
り
返
す

こ
と
、（
ⅲ
）
他
の
労
働
者
の
面
前
に
お
い

て
大
声
で
威
圧
的
な
叱
責
を
繰
り
返
す
こ
と
、

（
ⅳ
）
相
手
の
能
力
を
否
定
し
、
罵
倒
す
る

よ
う
な
内
容
の
電
子
メ
ー
ル
等
を
当
該
相
手

を
含
む
複
数
の
労
働
者
宛
へ
送
信
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、（
ⅰ
）
遅
刻
な
ど
社
会
的
ル
ー
ル
を

欠
く
言
動
が
見
ら
れ
、
再
三
注
意
し
て
も
改

善
さ
れ
な
い
労
働
者
に
対
す
る
一
定
程
度
の

強
い
注
意
や
、（
ⅱ
）
当
該
企
業
の
業
務
の
内

容
や
性
質
等
に
照
ら
し
て
重
大
な
問
題
行
為

を
行
っ
た
労
働
者
に
対
す
る
一
定
程
度
の
強

い
注
意
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
3
）
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
（
隔
離
・

仲
間
外
し
・
無
視
）…
…（
ⅰ
）
自
身
の
意
に

沿
わ
な
い
労
働
者
に
対
し
て
、
仕
事
を
外
し
、

長
期
間
に
わ
た
り
、
別
室
に
隔
離
し
た
り
、

自
宅
研
修
さ
せ
る
こ
と
、（
ⅱ
）
一
人
の
労
働

者
に
対
し
て
同
僚
が
集
団
で
無
視
し
、
職
場

で
孤
立
さ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、　
（
ⅰ
）
新

規
に
採
用
し
た
労
働
者
を
育
成
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
①
か
ら
③
ま
で
の
要
素
を
全

て
満
た
す
も
の
、
と
な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、

客
観
的
に
み
て
、
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
で
行
わ
れ
る
適
正
な
業
務
指
示
や
指
導

に
つ
い
て
は
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

「
職
場
」
と
は
、
事
業
主
が
雇
用
す
る
労

働
者
が
業
務
を
遂
行
す
る
場
所
を
指
し
ま
す
。

当
該
労
働
者
が
通
常
就
業
し
て
い
る
場
所
以

外
で
あ
っ
て
も
、
当
該
労
働
者
が
業
務
を
遂

行
す
る
場
所
は
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。「
労

働
者
」
に
は
正
規
雇
用
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
・
契
約
社
員
等
）
を
含
む
事
業
主
が
雇
用

す
る
労
働
者
の
全
て
が
含
ま
れ
ま
す
。「
優

越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
」
と
は
当

該
事
業
主
の
業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、

当
該
言
動
を
受
け
る
労
働
者
が
当
該
言
動
の

行
為
者
と
さ
れ
る
者
に
対
し
て
抵
抗
ま
た
は

拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
蓋
然
性
が
高
い

関
係
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

4　

パ
ワ
ハ
ラ
の
類
型

「
指
針
」
が
示
す
パ
ワ
ハ
ラ
の
類
型
と
し
て

は
、
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
て
な
さ
れ

る
以
下
の
行
為
が
あ
り
ま
す
。

（
1
）
身
体
的
な
攻
撃
（
暴
行
・
傷
害
）…
… 

（
ⅰ
）
殴
打
・
足
蹴
り
、（
ⅱ
）
相
手
に
物
を

要
な
と
き
は
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
厚
労
大
臣
は
、

事
業
主
が
こ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3　

パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義

「
指
針
」
に
よ
れ
ば
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
は
、

職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
、
①
優
越
的
な
関

係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
、
②
業
務

上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に

よ
り
、
③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

図1　パワハラの類型

類型 該当行為
身体的な攻撃 暴行、傷害 （殴打・足蹴り）
精神的な攻撃 脅迫、名誉毀損、侮辱、ひどい暴言
人間関係からの切り離し 隔離、仲間外し、無視

過大な要求 職務上明らかに
不要・遂行不可能なことの強制

過小な要求 能力・経験とかけ離れた程度の
低い仕事の命令

個の侵害 私的なことへの過度な立ち入り
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る
こ
と
、（
ⅱ
）
気
に
入
ら
な
い
労
働
者
に
対

し
て
嫌
が
ら
せ
の
た
め
に
仕
事
を
与
え
な
い

こ
と
。
た
だ
し
、
労
働
者
の
能
力
に
応
じ
て
、

一
定
程
度
業
務
内
容
や
業
務
量
を
軽
減
す
る

こ
と
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
6
）
個
の
侵
害
（
私
的
な
こ
と
に
過
度
に
立

ち
入
る
こ
と
）…
…（
ⅰ
）
労
働
者
を
職
場
外

で
も
継
続
的
に
監
視
し
た
り
、
私
物
の
写
真

撮
影
を
し
た
り
す
る
こ
と
、（
ⅱ
）
労
働
者
の

性
的
指
向
・
性
自
認
や
病
歴
、
不
妊
治
療
等

の
機
微
な
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
当
該
労
働

者
の
了
解
を
得
ず
に
他
の
労
働
者
に
暴
露
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、（
ⅰ
）
労
働
者
へ
の
配
慮

を
目
的
と
し
て
、
労
働
者
の
家
族
の
状
況
等

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
、（
ⅱ
）

労
働
者
の
了
解
を
得
て
、
当
該
労
働
者
の
性

的
指
向
・
性
自
認
や
病
歴
、
不
妊
治
療
等
の

機
微
な
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
必
要
な
範
囲

で
人
事
労
務
部
門
の
担
当
者
に
伝
達
し
、
配

慮
を
促
す
こ
と
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

5　

事
業
主
が
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措
置

こ
の
種
の
措
置
と
し
て
は
、
ま
ず
（
1
）

事
業
主
の
方
針
な
ど
の
明
確
化
お
よ
び
そ
の

周
知
・
啓
発
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
、（
ⅰ
）
就
業
規
則
そ
の
他
の
服
務

規
律
を
定
め
た
文
書
に
お
い
て
、
社
内
報
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
社
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広

　社会福祉法人Aが開設する老人ホームの施設
長Bが複数の介護職員Cらに対し、「ばか」「泥棒
さん」「品がない」「あなたの子どもはかたわにな
る」「格差結婚」「学歴がないのに雇ってあげてん
のに感謝しなさい」などと発言。Cらは、他の職
員の職務上の見落としについて報告しなかった
ことをBから強く叱責され、トイレ掃除用のブラ
シをまずBがなめた上で、なめさせられたりした。
Bの発言によるパワハラに関してはCらに各15
万円、トイレブラシをなめさせられた被害者には
30万円の慰謝料の支払いが命じられた。

　パチンコ店の上司Aが部下Bに「ほんまええ
加減にしとかんと殺すぞ」「お前をやめさすため
にやっとるんや。店もお前を必要としてないん
じゃ」と発言。Bの反抗的態度に対する懲罰とし
て、Bを1時間にわたりカウンター横に立たせ
た等から、Bはうつ病を発症。個人的素因があっ
て精神障害が発病した場合には、慰謝料は減額さ
れるが、本判決では、素因なしとして、300万円
の慰謝料の支払いが命じられた。

　総合電機メーカー A社のソフトウエア関連の
業務を担当していたB課長が、上司のC部長か
ら退職勧奨を受けた事案。BはCとの複数回の
個人面談で、相当程度に執拗な退職勧奨を受けた。
Cには、他の部署でBを受け入れる可能性は低く、
Bが会社に残るためには他の従業員の地位を奪
わなければならない、Bの業務水準は劣る、など
のBを困惑させ自尊心を傷つける言動があった。
この退職勧奨は違法であり、慰謝料20万円が相
当と判示された。退職勧奨それ自体は、当然には
違法とならないが、本人の意思を不当に抑圧し精
神的苦痛を与える場合は、パワハラになることが
認定された。

　住宅建築請負会社A社に入社し、その後、親会
社B社に移ったCが、A・B両社の代表取締役D
から、1年8カ月にわたり、「役立たず」「死んだ
ほうがよい」「辞めてしまえ」などと言われてうつ
病になった事案。CはDから受けた暴言を毎日
手帳に書き留めており、その具体性・迫真性・筆記
用具が多種類にわたっていることなどから、裁判
所はCの主張を信用した。Dの言動はパワハラ
にあたり、Dは不法行為責任を負うとともに、代
表取締役の行為としてA・B両社も連帯して慰謝
料100万円の支払責任を課された。

老人介護施設長の職員に対する暴言等が
パワハラとされた事案

（福岡地裁令和元年9月10日判決）

パワハラCASE STUDY

CASE3

CASE4

CASE1

CASE2

パワハラによりうつ病になった事案
（大阪高裁平成31年1月31日判決）

退職勧奨がパワハラとされた事案
（横浜地裁令和2年3月24日判決）

手帳の記載が信用された事案
（宇都宮地裁令和2年2月19日判決）
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報
・
啓
発
資
料
に
お
い
て
、
職
場
に
お
け
る

パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
方
針

を
規
定
し
、
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
内

容
そ
の
発
生
原
因
・
背
景
を
労
働
者
に
周

知
・
啓
発
し
、
そ
の
た
め
の
研
修
・
講
習
な

ど
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
に
（
2
）

相
談
（
苦
情
を
含
む
）
に
応
じ
、
適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、（
ⅰ
）
相

談
窓
口
を
設
置
し
労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と
、

（
ⅱ
）
担
当
者
が
相
談
に
対
し
て
、
内
容
・
状

況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、（
3
）

職
場
に
お
い
て
迅
速
・
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
、（
4
）
再
発
防
止
に
向
け
て
の
措
置
を
と

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

6　

顧
問
先
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

顧
問
先
へ
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
前
抑
止
策

と
し
て
、
ま
ず
「
指
針
」
が
示
す
以
下
の

事
項
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
、（
1
）

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
・
育
ハ

ラ
な
ど
の
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
窓
口

を
一
本
化
し
て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
、（
2
）

職
場
に
お
け
る
労
働
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
・
円
滑
化
を
図
る
こ
と
、

（
3
）
適
正
な
業
務
目
標
の
設
定
・
適
正
な
業

務
体
制
の
整
備
・
過
剰
な
長
時
間
労
働
の
是

正
な
ど
を
通
じ
て
、
労
働
者
に
過
度
に
肉
体

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
）
へ
の
揶
揄
・
嘲
笑
・

侮
辱
行
為
も
措
置
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
モ
ラ
ハ
ラ
）

…
…
こ
れ
は
言
葉
や
態
度
に
よ
っ
て
相
手
の

心
を
傷
つ
け
る
精
神
的
暴
力
を
指
し
、
パ
ワ

ハ
ラ
に
類
似
し
て
い
ま
す
。

③
マ
タ
ニ
テ
ィ（
パ
タ
ニ
テ
ィ
）
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
マ
タ
ハ
ラ
・
パ
タ
ハ
ラ
）…
…
こ
れ
は
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

で
、
女
性
の
み
な
ら
ず
、
男
性
も
保
護
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
…
…
こ
れ

は
、
固
定
的
な
男
女
の
役
割
意
識
の
も
と
に

行
わ
れ
る
女
性
・
男
性
差
別
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
に
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
十
分
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

的
・
精
神
的
負
荷
を
強
い
る
職
場
環
境
や
組

織
風
土
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
す
。

な
お
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
う
上
司
の
タ
イ
プ

と
し
て
は
、
実
際
上
、
①
瞬
間
湯
沸
か
し
器

タ
イ
プ
、
②
鬼
コ
ー
チ
タ
イ
プ
、
③
唯
我
独

尊
タ
イ
プ
（
オ
レ
が
一
番
で
、
他
人
の
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
タ
イ
プ
）、
④
好
き
嫌
い

が
激
し
い
タ
イ
プ
、
⑤
ス
ト
レ
ス
の
は
け
口

タ
イ
プ
（
夫
婦
げ
ん
か
の
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
を

ぶ
つ
け
る
タ
イ
プ
）、
⑥
会
社
ぐ
る
み
タ
イ

プ
（
特
定
の
従
業
員
を
会
社
全
体
で
い
じ
め

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
）
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
注
1
）。
顧
問
先
へ
は
、
こ
れ

ら
の
タ
イ
プ
の
人
に
は
注
意
す
る
よ
う
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

7　

職
場
で
起
き
る
各
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

職
場
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
以
外
に
も
、
各
種
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
横
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
事
業
主
は
幅
広
く
認
識
を
深
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
い
く
つ
か

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
付
言
し
ま
す
。

①
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク

ハ
ラ
）…
…
こ
れ
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で

規
制
さ
れ
て
お
り
、
性
的
嫌
が
ら
せ
・
性
的

脅
か
し
を
い
い
ま
す
。
保
護
の
対
象
は
女
性

の
み
な
ら
ず
男
性
も
含
ま
れ
ま
す
。
事
業
主

に
は
防
止
の
た
め
各
種
の
配
慮
義
務
・
措
置

義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
、L
G
B
T（
性
的
マ

QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,000円分を
プレゼント!

2,0002,0002,000
QUO
カード

（注1）井口 博『パワハラ問題ーアウトの基準から対策までー』（新潮新書、2020年）131頁以降参照。

図3　事業主に望まれる取り組み 図2　事業主が講ずべき措置

事業主の方針等の明確化、その周知・啓発

相談（含、苦情）に応じ、適切に対応するための
必要な体制の整備

職場における事後の迅速・適切な対応

再発防止措置

パワハラ・セクハラ・マタハラ・育ハラなどの相談窓口の一体化

コミュニケーションの活性化・円滑化のための研修などの
取り組み

適正な業務目標の設定などの職場環境の改善

顧客などからの著しい迷惑行為に対する取り組み
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大きな窓を活かしたレイアウトのオフィス

個
性
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

顧
問
先
の
増
加
を
後
押
し

―
中
岡
先
生
は
事
務
所
を
開
業
さ
れ
る
前

ま
で
、
香
川
県
の
高
松
国
税
局
に
勤
務
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
ね
。
2
0
1
3
年
に
愛
媛

県
松
山
市
で
会
計
事
務
所
を
開
業
す
る
に
あ

た
っ
て
、
不
安
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
。

中
岡 

淳
子
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

私
は

愛
媛
県
西
条
市
の
出
身
で
、
松
山
市
に
は
ほ

と
ん
ど
縁
が
な
か
っ
た
の
で
、
顧
問
先
を
獲

得
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
、
国
税
勤
務
時
代
に
培
っ
て
き

た
知
見
、
中
で
も
税
金
に
関
す
る
知
識
や
調

査
時
の
対
応
と
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
事
業

者
に
と
っ
て
有
用
だ
と
い
う
確
信
は
あ
り
ま

し
た
。

―
な
ぜ
愛
媛
県
松
山
市
に
事
務
所
を
設
け

た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
岡　

実
家
に
あ
る
程
度
近
く
て
、
市
場
性

が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
松
山
市
に
事
務
所

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
在
の
事
務

所
は
自
宅
兼
事
務
所
に
な
っ
て
お
り
、
今
春
、

新
築
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
新
事
務
所
の
建
築

に
あ
た
っ
て
は
、
自
宅
と
の
線
引
き
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
開
放
的
な
雰
囲

気
に
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

職
員
が
明
る
い
気
持
ち
で
仕
事
に
打
ち
込
め

る
よ
う
に
、
広
々
と
し
た
窓
際
に
デ
ス
ク
を

配
置
す
る
な
ど
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
気
を
配

り
ま
し
た
。

―
事
務
所
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
き
っ
か

け
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

愛媛県松山市を拠点として、創業支援とその開業後のサポートを中心にしたサービスを展開している中岡淳子税理士事務所。
早速、所長の中岡 淳子先生に国税勤務時代のお話や現在に至るまでの経緯、そして創業支援の取り組みなどについて伺いました。

女性のきめ細かさを活かしながら
創業支援を軸にした事務所経営を実践

事 務 所 訪 問

所在地 愛媛県松山市和泉南3-3-2
TEL 089-906-1341
設立 2013年
職員数 2名
https://nakaoka-tax.net

中岡淳子税理士事務所

松山市
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中
岡　

と
に
か
く
顧
客
目
線
に
立
っ
て
、
見

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
士
業

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
は
業
務
に
係
る
費

用
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
だ
と
創
業
を
目
指
し
て
い
る
人

た
ち
に
と
っ
て
敷
居
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
業
務
に
係
る
費
用
を
詳

細
に
掲
載
し
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
々
気

恥
ず
か
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私

の
写
真
を
ト
ッ
プ
画
面
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、

安
心
感
を
打
ち
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
工
夫
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
今
で

は
問
い
合
わ
せ
の
9
割
方
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

経
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
者
や
顧
問
先
を
惹
き
つ
け
る

分
か
り
や
す
さ
と
親
し
み
や
す
さ

―
相
談
者
の
年
齢
層
な
ど
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
岡　

年
代
的
に
は
40
歳
前
後
の
方
が
多
く
、

大
半
が
男
性
で
す
。
経
理
部
門
を
担
っ
て
い

る
の
が
経
営
者
の
奥
さ
ん
や
女
性
社
員
な
ど

の
ケ
ー
ス
が
多
く
、
女
性
税
理
士
の
ほ
う
が

相
談
し
や
す
い
と
い
っ
た
声
も
頂
戴
し
て
い

ま
す
。

―
顧
問
先
の
業
種
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

中
岡　

事
務
所
を
開
業
し
て
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
立
ち
上
げ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
が
思
い
の
ほ
か

好
評
で
、
次
々
と
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
舞

い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
名
称
は
「
松
山
会
社

設
立
サ
ポ
ー
ト
カ
フ
ェ
」
と
な
っ
て
い
ま
す

ね
。

中
岡　

私
自
身
が
創
業
間
も
な
い
状
態
だ
っ

た
の
で
、
創
業
支
援
を
軸
に
据
え
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
サ
ポ
ー
ト
カ
フ
ェ

と
名
付
け
た
の
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
も
と
、
気
軽
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
相

談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
務
所
に
し
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

―
そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
さ

れ
ま
し
た
か
。

中
岡　

建
設
や
製
造
、
小
売
、I
T
、
福
祉

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
も
と
も
と
所
属
し
て
い
た
会
社
か

ら
独
立
す
る
に
あ
た
っ
て
相
談
に
来
ら
れ
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
で
す
ね
。

―
創
業
支
援
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な

質
問
が
多
い
の
で
す
か
。

中
岡　

多
い
の
は
資
金
面
に
関
す
る
相
談
で
、

特
に
融
資
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

当
事
務
所
と
し
て
は
そ
う
い
っ
た
相
談
に
対

し
て
は
、
事
業
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら

経
営
者
と
一
緒
に
考
え
て
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
へ
の
申
請
ま
で
丁
寧
に
一
貫
し
て
サ
ポ

ー
ト
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
支
援
し
た
事
業
者
と
は
、
そ
の
後
も
顧
問

契
約
な
ど
で
お
付
き
合
い
が
続
く
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
も
、
当
事
務
所
の
顧

問
先
の
多
く
は
事
業
を
見
事
に
軌
道
に
乗
せ
、

順
調
に
成
長
し
て
い
る
の
は
う
れ
し
い
限
り

で
す
。

―
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
顧
問
先

支
援
に
あ
た
っ
て
、
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

中
岡　

人
間
関
係
を
構
築
し
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
、
そ
し
て
専
門
用
語

を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
後
者

に
は
早
い
段
階
か
ら
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
「
徴
収
」
や
「
納
付
」
と
い
っ
た
言

葉
で
す
ら
、
こ
れ
か
ら
創
業
し
よ
う
と
い
う

事
業
者
、
あ
る
い
は
創
業
し
て
間
も
な
い
事

業
者
に
と
っ
て
は
身
近
で
は
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
の
で
、「
徴
収
」
で
あ
れ
ば
「
支
払
う
」

と
い
っ
た
具
合
に
か
み
砕
い
て
お
話
し
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
職
員
採
用
や
職
員
教
育
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。

中
岡　

現
在
、
当
事
務
所
に
は
2
名
の
女
性

職
員
が
在
籍
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
女
性
を
中
心
と
し
た
事
務
所
経
営
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

中
岡　

当
事
務
所
は
来
所
型
の
業
務
ス
タ
イ

ル
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
親
し
み
や
す
い
雰

囲
気
に
す
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
連
絡
を
し

た
り
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
り
す
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え

た
時
に
、
女
性
職
員
の
柔
和
な
対
応
の
ほ
う

が
私
の
イ
メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ
リ
と
は
ま
っ
た

の
で
す
。

　

一
方
で
、
相
談
に
対
す
る
回
答
は
、
全
て

私
自
身
が
手
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

創
業
支
援
や
創
業
期
の
経
営
に
関
し
て
は
基

礎
的
な
相
談
が
多
い
の
で
す
が
、
や
は
り
税

理
士
が
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
回
答
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
し
、
そ
れ
が
顧
問
先
の
安
心

感
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
実
際
、
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
問
先
や
相
談
者

の
皆
さ
ん
に
安
心
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

事務所の特色と親しみやすさを表現した
ホームページです
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もともと国税局に勤務していたという中岡先生。聞け

ば、女性の税務職採用が始まった年に同職に応募し、

入局したとのことです。「サラリーマン家庭で育ったので、

国税局や税務署のことはイメージできていませんでしたが、

男勝りなところがあって、女性採用の一期生というとこ

ろに惹かれて応募してみたのです」と。以来、先生は

高松国税局管内の税務署及び高松国税局で主に法

人担当として源泉所得税を担当。源泉所得税の徴収

には会社の協力が不可欠とあって、啓発活動の一環

として、たびたび多くの皆さんの前で講話を担当されまし

た。「最初の頃は緊張しましたが、場数を踏むにつれて、

余裕を持ってお話ができるようになっていきました。当時

培ったコミュニケーション能力や伝達能力は今も創業支

援などの現場で活かされているように思います」と振り返

ります。そして、「企業が抱える問題により直接関与し

たい」という思いから国税局を退官し、2013年に愛

媛県松山市で税理士事務所を開業しました。

税 理 士 ま で の 歩 み

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
私
た
ち
税
理
士
も
よ
り
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
、
他
士
業
や
同
業
の
方
々
と
の
情
報
交

換
、
専
門
誌
や
書
籍
な
ど
を
介
し
た
情
報
収

集
に
注
力
し
、
顧
問
先
の
皆
さ
ん
に
経
営
の

ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
か
に
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
岡　

補
助
金
な
ど
の
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
最
近
で
は
顧
問
先
同
士
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

顧
問
先
か
ら
「
E
C
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た

い
の
で
、
信
頼
で
き
る
事
業
者
を
紹
介
し
て

も
ら
え
な
い
か
」
と
い
っ
た
相
談
を
受
け
た

ら
、
顧
問
先
の
中
で
実
績
が
豊
富
な
I
T
企

ル
ス
関
連
の
行
政
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資
金
繰
り

が
や
や
厳
し
い
事
業
者
に
関
し
て
は
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
特
別
貸
付
な
ど
を
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
が
長
引
く

と
一
部
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
廃
業
を
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

―
場
合
に
よ
っ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

転
換
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
岡　

確
か
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
で
は

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）
を
意
識
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

事
業
内
容
に
よ
っ
て
は
方
向
転
換
を
検
討
す

業
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
形
で
す
。
最
初
の

う
ち
は
私
自
身
が
人
か
ら
の
紹
介
を
あ
ま
り

断
れ
な
い
性
格
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
に
は
消
極
的
だ
っ
た
の

で
す
が
、
次
第
に
「
創
業
し
て
間
も
な
い
経

営
者
に
と
っ
て
は
必
要
な
こ
と
だ
」
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
相
談
が
あ
っ
た
ら

で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
つ
な
ぎ
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
ま
す
ま
す
他
の
事
業
者
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
こ
う
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
で
少
し
で
も
顧
問
先
の

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
と
思

い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
て

感
度
を
高
く
し
顧
問
先
支
援
を
展
開

―
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

中
岡　

飲
食
店
は
も
ち
ろ
ん
、
訪
問
介
護
な

ど
の
業
態
に
お
い
て
も
来
所
数
が
減
少
し
て

売
上
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は

ほ
ぼ
全
て
の
業
界
に
、
何
か
し
ら
の
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
気

を
引
き
締
め
て
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
創
業
し
た
て
の
事
業
者
に
と
っ
て
も
苦

し
い
時
期
と
言
え
そ
う
で
す
ね
。

中
岡　

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
特
に
創
業

1
年
目
は
前
年
の
売
上
が
な
い
た
め
、
ど
れ

だ
け
売
上
が
小
さ
く
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

創業支援やマッチングなどさまざまな角度から
顧問先をサポートする中岡 淳子先生
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第 45 回全国統一研修会 熊本大会開催一部変更 
(オンライン開催)のお知らせ

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、本年11月18日木曜日に熊本において開催する予定の「第45回全国統一
研修会 熊本大会」は、ご承知の通り新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い
開催について検討を重ねてまいりましたが、オンラインにて開催することに決
定いたしました。
当会が年に一度行う全国統一研修会は、皆様にお会いできるのを楽しみにし
ておりましたが残念でなりません。 本来であれば、昨年11月5日に開催する予
定でしたが、感染拡大の状況を鑑み1年後に順延して皆様に安心安全にお越しい
ただくための対策を講じた開催に向けて進めて参りましたが、協賛会社である
株式会社ミロク情報サービスとも協議した結果、新型コロナウイルス感染のさ
らなる拡大で集合体による開催は困難な状況であることからオンラインによる
開催を決定した次第でございます。
熊本での開催を楽しみにされていた皆様におかれましては、誠に申し訳ござ
いませんが、未曾有のことでもあり、何とぞご理解いただきますようお願い申
し上げます。
なお、オンライン開催の詳細は、同封の「第45回全国統一研修会 熊本大会の
チラシ」をご覧ください。

敬具

金 子 秀 夫ミロク会計人会連合会 会長

株式会社ミロク情報サービス
営業本部 ミロク会計人会事務局
T E L  0 3 - 5 3 2 6 - 0 3 0 4

【お問合せ先】

 令和3年9月吉日 会計事務所　各位

大久保昌逸九州ミロク会計人会 会長

宮 本 律 夫大会実行委員会 委員長
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多
く
の
ま
ん
が
家
を
輩
出
し
て
き
た

「
ま
ん
が
王
国
・
土
佐
」

高
知
県
は
『
フ
ク
ち
ゃ
ん
』
の
横
山 

隆
一

氏
を
は
じ
め
、『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
で
お
な

じ
み
の
や
な
せ 

た
か
し
氏
、
岩
本 

久
則
氏
、

は
ら 

た
い
ら
氏
、
青
柳 

裕
介
氏
、
く
さ
か 

里
樹
氏
、
黒
鉄 

ヒ
ロ
シ
氏
、
西
原 

理
恵
子

氏
な
ど
、
多
く
の
著
名
な
漫
画
家
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
知
県
で
は
「
ま
ん

が
」
を
貴
重
な
文
化
資
源
と
位
置
付
け
、
ま

ん
が
関
連
施
設
の
開
設
、
ま
ん
が
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
「
ま
ん

が
王
国
・
土
佐
」
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
ん
が
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
1
9
9
2
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が

「
ま
ん
が
王
国
・
土
佐
推
進
協
議
会
」
で
す
。

同
協
議
会
は
官
民
が
協
力
し
、
県
を
挙
げ
て

ま
ん
が
文
化
を
推
進
し
「
ま
ん
が
王
国
・
土

佐
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
ま
ん

が
、
ア
ニ
メ
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
映
像
、
音
楽
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活

か
し
、
文
化
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
や
経

済
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

今
夏
の
「
ま
ん
が
甲
子
園
」
に
は

国
内
外
か
ら
1
7
8
校
が
参
加

「
ま
ん
が
王
国
・
土
佐
」
の
数
あ
る
イ
ベ
ン

ト
の
中
で
も
最
も
注
目
度
が
高
い
の
が
「
ま

1
次
競
技
の
テ
ー
マ
が
「
ア
ナ
ザ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」、
決
勝
戦
の
テ
ー
マ
が
「
30
度
目

の
正
直
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
ん
が
甲
子
園
」
の
最
大
の
特
徴
は
作
品
が

「
１
枚
ま
ん
が
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。「
自
分

た
ち
の
力
を
1
枚
の
紙
に
ぶ
つ
け
る
の
は
リ

ア
ル
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
同
じ
」
と
ペ
ン

児
ら
は
元
気
よ
く
時
間
内
に
作
品
を
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

生
配
信
さ
れ
、
そ
の
後
の
審
査
も
東
京
・
高

知
の
審
査
員
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、
決
勝
上
位
3
校
と
各
賞
が
決
定
し
ま
し

た
。近

年
で
は
出
版
社
に
よ
る
ス
カ
ウ
ト
制
度

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
新
人
漫
画
家
の
発
掘

に
も
さ
ら
に
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ん
が

甲
子
園
」
は
い
ま
や
プ
ロ
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー

へ
の
新
た
な
登
竜
門
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
ま
ん
が
」
は
世
界
の
共
通
語
！

第
4
回
「
世
界
ま
ん
が
セ
ン
バ
ツ
」
を
開
催

「
ま
ん
が
甲
子
園
」
に
加
え
て
「
ま
ん
が
文

化
を
世
界
に
発
信
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
県

で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ま
ん
が
コ
ン
テ
ス
ト

「
世
界
ま
ん
が
セ
ン
バ
ツ
」
を
創
設
し
、
現
在
、

第
4
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
1
枚
ま
ん
が
高
校
生
部
門
（
テ

ー
マ
は
「
我
慢
」）、
1
枚
ま
ん
が
フ
リ
ー
部

門
（
テ
ー
マ
は
「
約
束
」）、
ス
ト
ー
リ
ー
ま

ん
が
フ
リ
ー
部
門
（
テ
ー
マ
は
自
由
で
8
〜

ん
が
甲
子
園
」（
正
式
名
称
：
全
国
高
等
学

校
漫
画
選
手
権
大
会
）
で
す
。
92
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
今
で
は
国
内
外
の
高
校
生
を
対
象

に
し
た
ま
ん
が
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
参
加
生

徒
は
「
高
校
ペ
ン
児
」
と
呼
ば
れ
、
出
題
さ

れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ま
ん
が
を
チ
ー
ム
で

制
限
時
間
内
に
1
枚
の
紙
に
描
き
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
、
厳
し
い
予
選
審
査
を
経
て
40
校
が

本
戦
に
出
場
し
、
第
1
次
競
技
、
敗
者
復
活

戦
、
決
勝
戦
ご
と
に
出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
ま
ん
が
を
描
き
、
プ
ロ
の
漫
画
家
に

よ
る
審
査
を
経
て
、
日
本
一
の
作
品
を
選
出

し
ま
す
。
例
年
、
本
戦
か
ら
決
勝
戦
は
8
月

上
旬
に
高
知
市
内
で
開
催
さ
れ
る
の
で
す
が
、

昨
年
の
第
29
回
大
会
は
全
国
的
な
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
第
30
回
「
ま
ん
が
甲
子
園
」
は
初
め
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
と
な
り
、
国
内

外
か
ら
1
7
8
校
（
39
都
道
府
県
の
1
6
9

校
お
よ
び
海
外
9
校
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
。
予
選
の
テ
ー
マ
は
「
リ
バ
ウ
ン
ド
」

ま
た
は
「
在
宅
○
○
」
で
、
参
加
1
7
8

校
か
ら
予
選
通
過
40
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
海
外
校
の
予
選
通
過
は
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
の
3
校
で
し
た
。
そ
し

て
、
8
月
6
日
に
は
本
戦
の
第
1
次
競
技
が

行
わ
れ
、
決
勝
戦
に
進
む
20
校
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

本
戦
大
会
の
第
1
次
競
技
、
決
勝
戦
の
テ

ー
マ
は
前
も
っ
て
知
ら
さ
れ
ず
、
当
日
、
第

30回を迎えた「まんが甲子園」などで
次世代のまんが文化を育成

四国会企画①

数多くの漫画家を輩出してきた高知県では「まんが王国・土佐」というキャッチコピーを掲げ、「まんが甲子園」という高校生を対象
とするイベントを開催するなどして漫画家の卵たちを支援してきました。今年、2年ぶりの「まんが甲子園」が8月6日・7日に開催
されました。また、世界中から「1枚まんが」「ストーリーまんが」を募集し、ナンバーワンを決める「世界まんがセンバツ」を開催し、
グローバルなまんが文化の振興にも努めています。こうした取り組みの背景や成果について、まんが王国・土佐推進協議会（高知県
文化生活スポーツ部まんが王国土佐推進課）にお話しいただきました。
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32
枚
の
ま
ん
が
）
の
3
部
門
で
、
予
選
審
査

は
2
0
2
2
年
2
月
上
旬
、
決
勝
審
査
・
結

果
発
表
は
3
月
5
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
ち
な

み
に
、
第
3
回
「
世
界
ま
ん
が
セ
ン
バ
ツ
」

の
決
勝
審
査
の
模
様
は
、
今
年
3
月
6
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
会
の
他
に
、
県
民
、
市
民
に

も
っ
と
ま
ん
が
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、「
ま
ん
が
王
国
・
土
佐
」
の
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
、
20
年
4
月
に
「
高
知
ま
ん
が

B
A
S
E
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
ま

ん
が
王
国
・
土
佐
」
の
歴
史
や
活
動
を
展
示

紹
介
す
る
他
、「
ま
ん
が
甲
子
園
」
の
歴
代
入

賞
作
品
の
展
示
、
ま
ん
が
塾
や
作
画
体
験
教

室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
知
市
内
に
は
「
横
山
隆
一
記
念
ま
ん

が
館
」、
香
美
市
香
北
町
に
は
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
ま
ん
が
文
化

発
展
の
拠
点
と
し
て
フ
ル
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や
サ
イ
ト
、

施
設
に
加
え
て
「
ま
ん
が
王
国
・
土
佐
」
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
全
国
の
ま
ん

が
フ
ァ
ン
、
漫
画
家
の
先
生
方
、
そ
し
て
県

民
の
皆
さ
ん
の
〝
ま
ん
が
王
国
住
民
〞
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
と
温
か
い
応
援
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
「
ま
ん
が

王
国
・
土
佐
」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
訪
問
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高知商業高等学校
テーマ：「30度目の正直」

青森県立黒石高等学校
テーマ：「30度目の正直」

 三谷組HD賞高校生部門最優秀賞

高知県市町村振興協会賞

予選通過作品

富山第一高等学校
テーマ：「30度目の正直」

ペンネーム：なたてここ（日本）
タイトル：「夏の距離感」

栃木県立宇都宮中央女子高等学校
テーマ：「30度目の正直」

宇都宮市文星女子高校
テーマ：「30度目の正直」

ペンネーム：HHJ（台湾）
タイトル：「距離 3C（デジタルデバイス）

製品が人との距離を遠くする」

INFORMATION
●まんが王国・土佐ポータルサイト
https://mangaoukoku-tosa.jp
サイト内データーベースでまんが
甲子園、世界まんがセンバツの歴
代作品を閲覧できる。

●高知まんがBASE
kochi-mangabase.jp
高知市丸ノ内1-1-10 高知県立図書
館 高知公園内（火・木休館）
℡088-855-5390

●横山隆一記念まんが館
mangakan@kfca.jp
高知市九反田2-1
高知市文化プラザかるぽーと内

（9：00～18：00、月曜休館）
℡088-883-5029 

●まんが王国・土佐推進協議会
事務局：高知県文化生活スポーツ部
まんが王国土佐推進課
高知市丸ノ内1-2-20（本庁舎5階）
℡088-823-9711

まんが文化を土佐から発信！

第30回

まんが甲子園
決勝戦

第3回世界まんがセンバツから
テーマは「距離」
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既
に
大
消
費
都
市
・
大
阪
へ
の
食
鶏
供
給
地

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
生
産
も
盛
ん
で
、
60
年
代
に
は
全
国
出
荷

数
の
4
・
9
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
70
年
代
に
な
る
と
ブ
ラ
ジ
ル

産
鶏
肉
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
始
め
、
国
内
の

養
鶏
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
。
そ

の
対
策
と
し
て
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
農

場
の
大
規
模
化
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
の
で
す

が
、
徳
島
県
は
平
地
が
少
な
く
、
中
山
間
地

域
の
小
規
模
生
産
者
が
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業

を
担
っ
て
い
た
た
め
大
規
模
営
農
が
難
し

く
、
付
加
価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
少
量
・
高
品
質
」
を
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
地
鶏
の
開
発
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
畜

産
研
究
課
で
は
徳
島
県
の
山
間
部
で
昔
か
ら

継
承
さ
れ
て
き
た
軍
鶏
（
シ
ャ
モ
）
に
注
目

し
、
改
良
固
定
し
た
「
赤
笹
系
軍
鶏
」
の
雄

と
肉
用
鶏
種
の
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ

ク
」
を
交
配
さ
せ
、
開
発
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
調

査
な
ど
に
10
年
以
上
を
か
け
て
「
阿
波
尾
鶏
」

を
生
み
出
し
た
の
で
す
。

継
続
的
な
取
り
組
み
で
ブ
ラ
ン
ド
確
立

「
阿
波
尾
鶏
」
の
正
式
販
売
が
開
始
さ
れ
た

の
は
90
年
で
、
そ
の
前
年
に
は
「
阿
波
尾
鶏

ブ
ラ
ン
ド
確
立
対
策
協
議
会
」（
以
下
、
協

議
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
徳
島
県

付
加
価
値
を
求
め
誕
生

広
々
と
し
た
鶏
舎
で
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
て
飼
育
さ
れ
る
「
阿
波
尾
鶏
」。
そ
の

肉
質
は
脂
肪
が
少
な
く
、
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
多
く
含
有
す
る
た
め
旨
味

と
コ
ク
が
あ
り
、
適
度
な
歯
ご
た
え
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
阿
波
尾
鶏
」
の
開
発
は
徳
島

県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
畜

産
研
究
課
に
よ
っ
て
1
9
7
8
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
徳
島
県
で
は
古
く
か

ら
養
鶏
が
行
わ
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
に
は

（
畜
産
振
興
課
、
畜
産
研
究
課
）、
ふ
化
業
者
、

食
鳥
処
理
業
者
、
食
肉
加
工
者
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
団
体
で
、
阿
波
尾
鶏
生
産
お
よ
び

出
荷
体
制
の
整
備
と
消
費
拡
大
対
策
P
R
、

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
最
初
の
一

歩
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
し
た
。「
阿
波
尾
鶏
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
名
前

は
、
徳
島
県
が
全
国
に
知
名
度
を
誇
る
「
阿

波
お
ど
り
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
協
議
会
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
力
を
入
れ
続
け
、
販
売
開
始
10
年
目
の

2
0
0
1
年
に
は
「
地
鶏
肉
特
定
J
A
S

（
日
本
農
林
規
格
）
第
1
号
」
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
J
A
S
認
定
に
よ

っ
て
安
心
・
安
全
が
保
証
さ
れ
る
と
と
も

に
、「
偽
モ
ノ
・
偽
装
表
示
」
か
ら
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
、
協
議
会
で
は
県
内
外
と
国
外

の
3
9
5
店
舗
（
21
年
4
月
現
在
）
を
指
定

店
と
し
て
認
定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
維
持
と
販
売

促
進
、
情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
そ
の
一
方
で
畜
産
研

究
課
で
は
阿
波
尾
鶏
の
原
々
種
鶏
の
系
統
維

持
、
種
卵
の
遠
隔
地
保
存
、
凍
結
精
液
の
保

存
な
ど
で
遺
伝
資
源
の
保
全
に
努
め
て
い
ま

す
。「

阿
波
尾
鶏
」
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
関
係

者
全
員
の
熱
意
と
努
力
の
賜
物
と
言
え
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

徳島県が誇る全国有数の地鶏
「阿

あ わ お ど り

波尾鶏」の魅力

四国会企画②

徳島県の夏の一大イベントである「阿波おどり」にちなんで命名された
「阿波尾鶏」。1990年の発売から30年余、いまや出荷数、シェアともに
日本三大地鶏（名古屋コーチン、比内地鶏、薩摩地鶏）を抑えて全国1位
になっています。県の特産品として徳島県立農林水産総合技術支援セ
ンター畜産研究課によって開発された「阿波尾鶏」。その開発の経緯や
ブランディングに関する取り組み、そして阿波尾鶏の魅力について、同
課養鶏担当の富久 章子上席研究員にご紹介いただきました。

（右）在来種の軍鶏の雄　（左）軍鶏の雄と肉用種鶏の
ホワイトプリマスロックを交配して開発された「阿
波尾鶏」

写真提供：徳島県立農林水産総合技術支援センター畜産研究課

旨味と歯ごたえのバラン
スが良いと評判。写真は

「ささみロールこんがり
照り焼き」

「手羽先唐揚げ」には徳島
特産のすだちを添えて。
火を通しても柔らかくジ
ューシーなので、家庭で
も調理しやすいと評判

●地鶏とは
地鶏肉の日本農林規格（JAS規格）では、日本の在来
種（明治時代までに国内で成立または導入された品種）
の血を50％以上継いでおり、「75日以上の飼育期間」

「28日齢以降の平飼いかつ1㎡当たり10羽以下の飼
育密度」という飼育条件をクリアしたものを地鶏と呼ぶ。
全国に60種以上が存在している。

シンプルに旨味
を堪能できる

「阿波尾鶏のし
ゃぶしゃぶ」
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MJSソリューションの紹介
会計事務所・顧問先向け

MJSソリューションの紹介
会計事務所・顧問先向け

た
め
の
ツ
ー
ル
「
適

格
請
求
書
」（
イ
ン
ボ

イ
ス
）
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
こ
の
問
題

の
解
決
を
図
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発

行
事
業
者
に
な
る
に

は
登
録
申
請
が
必
要

で
あ
り
、
今
年
10
月

1
日
か
ら
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。
申
請
は

郵
送
等
の
他
、e

－
T
A
X
か
ら
も
で
き

ま
す
し
、
個
人
事
業
主
の
方
で
あ
れ

ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
行
え
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
と
な

る
23
年
10
月
1
日
か
ら
登
録
を
受
け

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
同
年
3

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
図
1
）。

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
対
応
準
備

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
課
題
と
し
て

は
、
制
度
の
導
入
後
も
帳
簿
の
保
存

や
請
求
書
な
ど
の
保
存
方
法
、
ま
た
、

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
側
で
も
紙

の
交
付
か
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
か
検
討

が
必
要
で
、
売
り
手
側
、
買
い
手
側

と
も
に
負
担
が
軽
減
し
な
い
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、「
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
」

MJSは多彩な製品・サービスを提供しています。本コーナーでは、その中でも会計事務所の先生方に
ぜひ知っていただきたいソリューションを厳選してご紹介します。

【今月のソリューション】　「MJS AI監査支援」【今月のソリューション】　「MJSのインボイス制度への対応」

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の

登
録
申
請
が
受
付
開
始

2
0
2
3
年
10
月
1
日
か
ら
、

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」（
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
額
は
仕
入
税
額
控
除
に
よ
り

決
ま
り
ま
す
が
、「
請
求
書
等
保
存
方

式
」
や
現
行
の
「
区
分
記
載
請
求
書

等
保
存
方
式
」
で
は
、
免
税
事
業
者

に
益
税
が
発
生
す
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
売

り
手
側
が
買
い
手
側
に
対
し
て
、
適

用
税
率
や
消
費
税
を
正
確
に
伝
え
る

に
よ
る
業
務
効
率
化
の
推
進
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、

2
0
1
8
年
に
改
正
さ
れ
た
新
消
費

税
法
に
お
い
て
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
「
電
磁
的
記
録
」
も
イ
ン
ボ
イ

ス
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
電
磁

的
記
録
の
こ
と
が
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
税
庁
の
資

料
に
よ
る
と
、
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
の

提
供
方
法
に
は
図
2
に
記
載
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
齟
齬
な

く
相
互
授
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
統
一
規
格
に
従
っ
た
デ

ー
タ
を
用
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
秋
に
は
日
本
国
内
の
統

一
規
格
が
で
き
、
各
企
業
が
電
子
イ

ン
ボ
イ
ス
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
見
通

し
で
す
。
現
在
、M
J
S
も
設
立
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
「
電
子
イ
ン

ボ
イ
ス
推
進
協
議
会
（
E
I
P
A
）」

（
図
3
）
に
お
い
て
、E
U
で
始
ま
っ

た
統
一
規
格
「
P
e
p
p
o
l（
ペ

ポ
ル
）」
に
、
日
本
の
法
令
・
商
習

慣
な
ど
を
踏
ま
え
た
改
修
を
検
討
し

て
い
る
最
中
で
す
。

皆
様
の
商
習
慣
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
に
向
け
て
、M
J
S

は
各
業
界
・
各
社
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

図1　登録申請のスケジュール

図3　電子インボイス推進協議会のホームページ

電磁的記録による提供方法としては、光ディスク、磁気テー
プ等の記録用の媒体による提供のほか、例えば、次の方法
があります（インボイス通達3-2）。

登録申請の
受付開始

インボイス
制度の開始

（注）
制度開始日から登録を受ける
ためには、原則としてこの日ま
でに登録申請手続きが必要！

2021年10月1日 2023年3月31日 2023年10月1日

❶ EDI取引（注）における電子データの提供

❷ 電子メールによる電子データの提供

❸ インターネット上にサイトを設け、
そのサイトを通じた電子データの提供

（注） EDI（Electronic Data Interchange ）取引とは、異なる企業・
組織間で商取引に関連するデータを 、通信回線を介してコンピュー
タ間で交換する取引等をいいます

図2　インボイスの電磁的記録による
提供方法の具体的な説明

出典：国税庁「消費税の仕入税額控除制度における適格請求書等保
存方式に関するQ&A」問28
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エヌエヌ生命からのご案内
経営者の生活と会社を守る､ 働けなくなったときの保障！

就業不能保障保険／無解約返戻金型就業不能保障保険
  Point 1

所定の就業不能状態となったとき､ 毎月､ 就業不能給付金をお支払いします｡
9疾病などによる就業不能状態となったときは､ 特定就業不能給付金もお支払いします｡
5疾病による入院や所定の手術の際には､5疾病入院･特定手術給付金(一時金)をお支払いします｡

  Point 2 給付金額について､ ニーズにあわせて定額プランと前期抑制プランをお選びいただけます｡
また､ 解約返戻金の有無もお選びいただけます｡

  Point 3 特則を適用することで精神疾患による就業不能状態にそなえることもできます｡
※特則を適用しない場合､ 精神疾患を直接の原因とする就業不能状態はお支払いの対象となりません｡

臓器移植／指定難病(パーキンソン病など)

悪性新生物＊／急性心筋梗塞／脳卒中／慢性腎不全／肝硬変
冠動脈･大動脈バイパス術／弁置換術

＊特定就業不能基準給付金月額､5疾病入院･特定手術給付金額､ 特則基準給付金月額は同額となります｡ ※(　)内の数値は､ 最高解約返戻率を示しています｡

※保険期間中に死亡されたときは､ 死亡給付金(責任準備金額)をお支払いします｡ 責
任準備金額はごく少額かまったくない場合があります｡

※各給付金には､ 保険期間を通じて支払限度があります｡ また､ 就業不能給付金､ 特定
就業不能給付金には１就業不能状態における限度があり､ 契約者が指定した回数と
なります｡

※就業不能給付金をお支払いする月は､ 特則就業不能給付金(精神疾患)はお支払いし
ません｡

※就業不能状態とは､ 病気やケガの治療のため､ 医師の指示により入院または在宅療
養をしている状態や所定の身体障害状態･要介護状態のことをさします｡ 所定の就
業不能状態､ 支払事由および支払限度について詳しくは｢契約概要｣｢ご契約のしおり
･約款｣の給付金の支払事由をご確認ください｡

※2回目以降のお支
払いは1年後に再
度支払事由に該当
した場合

＊特定就業不能給付金および5疾病入院･特定手術給付金の悪性新生物の保障は､ ご契約
の責任開始の日からその日を含めて91日目から開始します｡ また､ ｢上皮内新生物｣
は除きます｡

50歳･男性　Ⅳ型　保険料払込方法:月払(口座振替扱)　 保険期間/保険料払込期間:70歳満了　1就業不能状態の給付金の支払限度:36回　変更指定回:15回

ご契約

（一時金）

1回目 2回目

入院･手術
就業不能状態に該当

61日目１ヶ月後 2ヶ月後
（1回目のお支払いから）

3ヶ月後

ご契約満了悪性新生物の責任開始日＊

104,651円
(27.87％)

91,061円
(28.55％)

94,289円
(0.00％)

81,880円
(0.00％)

73,408円
(26.23％)

66,613円
(26.53％)

66,702円
(0.00％)

60,498
(0.00％)

･このご案内は､ ご提案する商品の概要を説明しております｡ 商品･規程などは資料作成日現在のものです｡ ご検討･お申込みに際しては､ ｢契約概要｣｢注意喚起情報｣｢ご契約の
しおり･約款｣を必ずご確認ください｡ また､ ｢法人向け保険商品のご検討に際してご留意いただきたいこと｣を参照のうえ､ 税務のお取扱いについてご留意すべき事項をご確
認ください｡

･この資料に記載されている法令や制度などは資料作成日現在のものです｡ 将来的には内容が変更となる場合がありますのでご注意ください｡
･税務の取扱いについては､ 資料作成日現在施行中の税制を参照しております｡ よって､ 将来的に税制の変更などにより､ 実際のお取扱いと記載されている内容が異なる場合が

ありますので､ ご注意ください｡ 具体的な経理処理を行う場合は､ 税理士などの専門家､ または所轄税務署にご相談ください｡
･この資料は信頼できる情報源から得た情報およびデータに基づき構成されていますが､ 内容の正確性･完全性について､ これを表明あるいは保証するものではありません｡

9疾病

5疾病

５疾病入院･
特定手術給付金 特定就業不能

給付金

就業不能
給付金

特則就業不能
給付金(精神疾患)

特定の手術

その他

悪性新生物＊／急性心筋梗塞／脳卒中／慢性腎不全／肝硬
変／糖尿病／高血圧性疾患／慢性膵炎／良性脳腫瘍

５疾病入院･特定手術給付金
(一時金)

所定の５疾病による入院または特定の手術
を受けたとき

特定就業不能給付金
(月額)

所定の９疾病などにより支払対象外期間を
こえて所定の就業不能状態が継続したとき

就業不能給付金
(月額)

傷害または疾病により支払対象外期間をこ
えて所定の就業不能状態が継続したとき

●商品のしくみ(イメージ図)

●各給付金のお受取りのタイミング(イメージ)

●ご契約例

解約返戻金あり

定額プラン 前期抑制プラン
基準給付金月額＊:100万円　給付割合:100％ 基準給付金月額＊:50万円　給付割合:200％

解約返戻金あり

特則適用あり 特則適用あり 特則適用あり 特則適用あり特則適用なし

支払対象外期間（60日） 就業不能状態継続

特則適用なし 特則適用なし 特則適用なし

解約返戻金なし 解約返戻金なし

定額プラン

一定 2倍

給付割合100％ 15回目以降 給付割合200％ 15回目以降

一定の給付金額！
14回目までの給付金額を抑制

しており保険料を抑えられます！

※変更指定回および給付割合は｢就業不能給付金｣｢特定就業不能給付金｣にのみ
適用となります｡

※プランについて詳しくは商品パンフレットをご確認ください｡

前期抑制プラン

●プラン(定額／前期抑制)が選べます｡

保険期間/保険料払込期間

以降毎月受取

以降毎月受取

以降毎月受取

ダブル給付！

日帰り入院も対象！

2回目 3回目 4回目

３ヶ月分

３ヶ月分
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製品解説から経理体操まで
YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

大
お お く ぼ じ

窪寺は、香川県さぬき市多和兼
割にある寺院。四国八十八ヶ所霊
場の第八十八番札所であり、納経
印は「結

けちがんしょ

願所」となっている。本寺
では結願証明書（賞状）を有料で書
いてもらうことができる。現在は、
新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策を各種徹底しているが、写
真はコロナの前に撮影したもので、
多くの参拝者が来場している。（森
内 昭男）

「四国八十八ヶ所霊場の
第八十八番札所 大窪寺」

（香川県さぬき市）

ホームページにて本誌データを公開しています! こちらもご覧ください

https://www.mirokukai.ne.jp/channel/index.html

ミロク会計人会

キ
リ
ス
ト
教
を
数
あ
る
宗
派
の
一

つ
程
度
に
認
識
し
て
お
り
、
武
器

弾
薬
、
唐
木
綿
等
々
の
交
易
に
魅

力
を
感
じ
て
い
た
。
日
本
か
ら
の

輸
出
品
は
主
に
銀
。
奴
隷
と
し
て

の
日
本
人
男
女
、
戦
国
武
士
の
傭

兵
等
も
含
ま
れ
て
い
た
。

キ
リ
ス
ト
教
対
応
へ
の
転
換
点

の
一
つ
は
、
1
5
9
6
年
、
土

佐
の
浦
戸
に
漂
着
し
た
「
サ
ン

フ
ェ
リ
ー
ペ
号
事
件
」。
そ
の
舵

手
に
、
ス
ペ
イ
ン
が
ペ
ル
ー
や
メ

キ
シ
コ
を
ど
う
や
っ
て
手
に
入
れ

た
か
聞
く
と
「
ま
ず
修
道
士
た
ち

が
入
り
、
宗
教
を
説
き
、
そ
し
て

軍
隊
が
彼
ら
に
続
い
て
入
り
、
そ

れ
ら
の
王
国
を
服
従
さ
せ
た
」
と

証
言
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
が
日
本
も

同
様
に
植
民
地
化
す
る
構
想
が

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
イ
エ
ズ
ス

会
の
伝
道
活
動
の
過
程
に
お
い

て
、
九
州
で
は
神
社
仏
閣
が
焼
き

討
ち
さ
れ
、
仏
僧
を
は
じ
め
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
天
草
島
原
の
乱
」
に

至
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
弾

圧
が
一
層
激
し
く
な
り
、
信
者
た

ち
は
、「
踏
み
絵
」
を
踏
ま
ず
殉

教
の
道
を
選
ぶ
か
、「
転
ぶ
」
か
、

そ
れ
と
も
潜
伏
の
道
を
選
ぶ
の

か
。
2
5
0
年
に
及
ぶ
潜
伏
信

仰
に
思
い
を
は
せ
る
。

1
年
間
で
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
」
関
連
の
本
を
10
冊
以
上
読
ん

だ
が
、
こ
れ
か
ら
読
み
た
い
関
連

図
書
が
ま
だ
手
元
に
積
み
上
が
っ

て
い
る
。

  

新
型
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
け
ば
、

四
国
の
東
端
か
ら
愛
車
を
駆
っ

て
、
趣
味
の
カ
メ
ラ
を
抱
え
て
、

天
草
、
島
原
、
長
崎
、
平
戸
、
五

島
を
め
ぐ
る
旅
に
出
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

緊
急
事
態
宣
言
下
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
中
に
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
を
訪
ね
る
旅
に
出
る
前
に
、
大

学
時
代
に
課
題
図
書
と
し
て
読

ま
さ
れ
た
遠
藤
周
作
の
『
沈
黙
』

を
、
再
度
読
ん
で
お
こ
う
と
思
っ

た
。50

年
を
経
て
読
み
返
し
て
み

る
と
、
好
奇
心
の
置
き
所
が
変

わ
っ
た
の
か
、
そ
の
関
連
図
書
を

読
み
重
ね
た
。
学
生
時
代
と
ま
る

で
違
っ
た
感
覚
で
16
〜
17
世
紀
の

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
の
歴
史

を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
と
の

交
易
に
は
「
イ
エ
ズ
ス
会
」
が

セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
信
長
は
、

「旅に出る前に」

マカオの「聖パウロ天主堂跡」です。1582
～1602年にイエズス会士によって建築さ
れた天主堂は当時アジア最大のカトリック
教会であり、イエズス会の東アジアの拠点。
1835年火事によって焼失しました。

徳島県鳴門市　田中 伸廣
四国ミロク会計人会
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一歩先の「ニーズ」を満たすネットワーク構築で
私たちは未来をカタチにします。 FORTINET社認定サービスパートナー

本書に記載されている会社名、製品名・サービス名は各社の登録商標または商標です。

FortiGateで
サイバー攻撃から重要データを守りましょう

電子データに移行することにより
サイバー攻撃の被害に遭うリスクが高まります。

事務所の重要なデータを危険にさらしていませんか？

不正アクセス ランサムウェア なりすましメール

準備できていますか？2022
年 1月電子帳簿保存法の改正に向けた
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